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授業の種類 講義 講師名

8回 時間数 15時間 (1単位) 配当学年・時期 必修・選択 必修

〔授業の目的・ねらい〕

〔授業全体の内容の概要〕

〔講師の実務経験〕

〔授業終了時の達成課題（到達目標）〕
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【　準備学習・時間外学習　】

【　使用テキスト　】

【　単位認定の方法及び基準（試験やレポート評価基準など）　】

まとめ

書籍名 著者名 出版社

腫瘍の治療

火傷の治療

症例検討

創傷治療の原理・理解

褥瘡の治療

外傷の治療

形成外科総論

褥瘡や潰瘍、火傷等の皮膚疾患を併発している部位への装具療法や、車いす並びに座位保持装置の適合における形成外科学及び皮膚科
学に関する知識を身につける事を目的とする。

義肢装具士として臨床でよく出会う疾患を通して形成外科学を学ぶ。また義肢装具を装着する場合などを例に挙げ、そのリスク管理や対策を
考える。

以下の病態の発生機序について説明ができ、これらがある時、義肢装具の装着時におけるリスクを知る。
　・褥瘡、火傷、外傷、腫瘍、創傷等

講義内容

科目名 形成外科学

授業回数 義肢装具士科4年制3年

2026 授業概要　



終講試験により認定する。


